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1．はじめに

ઓޙ，日本のՙ役作業がਓྗから機械化΁と大きく
シフトしていくதで，国࢈ॳのクレーンઐ用機h .C�5ʱ
を開発。そのޙ，視࡯に๚れたԤभでは，ՙ୆෇きト
ラックにऔり෇けられたクレーンが，ՙ෺の積み込み
から運ൖまで 1୆ 2役Ҏ上をこなす༏れた作業ੑを༗
する省ྗ化機械として，非ৗに効཰的に作業を行うこ
とを஌る。これにܹࢗをडけ，ւ֎੡の機械を手本に，
トラック౥載型クレーンのಠࣗ開発にண手。そうして
1961 年，日本ॳのトラック౥載型クレーンh 6/*C100ʱ
（写真─ 1）を発ചするにࢸった。そのޙ，Ϣニック
クレーンは大ࡕສത（写真─ 2）での׆༂により，一
༂その名が஌れ౉るようになった。

本クレーンはクレーン機能とトラック機能の྆方を
༗するために，クレーン能ྗと積載量をいかにόラン
スよく྆立するかという点がॏ要になる。またՙ୆を
༗し運ൖも出དྷる移動式クレーンというੑ格から，ス
ピーディなՙの積み߱Ζしができる操作ੑや利便ੑ，
さらに，こΜにͪではੑڥ؀能もٻめられるなど開発
のテーマも多様化してきた。

2．多段ブーム

本クレーンは移動式クレーンにؚまれ，ෆ特定の場
ॴに移動してクレーン作業を行͑ること，またトラッ
クのՙ୆にՙ෺を積載・運ൖできることが大きな特௃
で͋ることはすでにड़΂たとこΖで͋る。そのため，
૸行࣌に༗利なコンύクトな格ೲ࢟੎とクレーン作業
࣌に必要な޿大な作業エリア（ߴ༲ఔと޿い作業ൣғ）
を併せ持つことが出དྷるശ型ߏ଄多ஈブームの開発がࣸਅᴷ �　h 6/*$���ʱ
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ઓޙの෮ظڵに஀生してҎ߱，Ϣニッククレーン（トラック౥載型クレーン）（Ҏ下「本クレーン」と
いう）は日本のՙ役かつ運ൖ手ஈとしてॏ要な役ׂを୲ってきた。খ型移動式クレーン（௻上͛ՙॏ 5ト
ンະຬ）のதでも，特に௻上͛ՙॏ 3トンະຬのトラック౥載型クレーンの઎めるׂ߹はߴい。ߴ度ࡁܦ
成௕ظや建設ߴಅظをܦて，現ࡏもなお支持されଓけるのは，௻る・積Ή・運Ϳ・作業するという 1୆で
Կ役もこなせる多様ੑにґ拠するとこΖが大きい。本ߘでは，インフラ整備の現場から෺ྲྀまで，෯޿く
。༂する本クレーンの変遷について঺հする׆
キーワードɿՙ役，෺ྲྀ，クレーン，খ型移動式クレーン，積載型クレーン

特集＞＞＞　安全対策・労働災害防止



�� 建設機械施工 Vol.67　No.5　May　2015

ॏ要となる。
また，本クレーンは運ൖ用トラックというଆ面も͋
り，積載量の֬อのためにはブーム（クレーン）のܰ
量化も必要で͋り，そのために多くの৳ॖ方式やߴ߶
ੑでࣗ動ٻ৺ੑに༏れた அ面ブームなどが開発ܗ6֯
されてきた。
現ࡏ，トラック౥載型クレーンでは 7ஈブームが最
多ஈブームとなる。
˗ブームஈ਺の変遷
ʬ4֯ܗブームʭ
1961 年‌ 4 ஈブーム（手動引出し式）
1963 年‌ 4 ஈブーム（油圧৳ॖ式ʴ手動引出し式）
1966 年‌ 2 ஈブーム（油圧৳ॖ式）（写真─ 3）
1977 年‌ 3 ஈブーム（油圧ʴ機械৳ॖ式）
1980 年‌ 4 ஈブーム（油圧ʴ機械৳ॖ式）
1983 年‌ 4 ஈブーム（油圧ʴϫイϠロープ৳ॖ式）
1984 年‌ 5 ஈブーム（油圧ʴϫイϠロープ৳ॖ式）
‌ （写真─ 4）
ʬ6֯ܗブームʭ（写真─ 5）
1987 年‌ 6 ஈブーム（油圧ʴϫイϠロープ৳ॖ式）
2009 年‌ 7 ஈブーム（油圧ʴϫイϠロープ৳ॖ式）
‌ （写真─ 6）

3．ラジコン装置

遠隔操作装ஔは，「௻りՙの近くでඍົでࡉやかな
作業をしたい」という要望がきっかけだった。1979
年リϞコン装ஔ（༗ઢ式）が開発（写真─ 7）される
と，クレーン本体から཭れ，ՙ෺の動きをؒ近でݟな
がら，৻ॏな作業が出དྷるようになった。そしてಉ࣌
に，それまでのクレーンオペレータとֻۄ作業ऀの 2
ਓ体੍に変ֵをもたらし，本クレーンのϫンマンオペ
レーションを可能にした。
1985 年，業քॳのແઢ式ラジコンの開発は，リϞ
コン（༗ઢ式）の՝題だったॏいケーブルのऔりճし
の問題を一ؾに解ফした。ಉ࣌に，ϫンマンオペレー
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ション化がόブルظのਓ手ෆ଍による省ྗ化の要ٻに
もԠ͑た（写真─ 8）。
90 年୅に入ると，ిࢠ機ثのී及に伴い，ి೾ো
化してきたため，1993ࡏݦが֐ 年，ిྗڧ೾の特定
খిྗラジコンを開発。さらに 1996 年には，૒方޲
通৴によりクレーンのෛՙঢ়ଶが͑ݟるϞーϝントリ
ϛッタ෇きラジコンを開発（写真─ 9）。クレーン作
業の༨༟度が，手にऔるようにわかるようになった。
ϫンハンド型ラジコンの操作ੑ޲上をٻめ，2002
年に連動ラジコン（スイッν式）を，2007 年にはジョ
イスティック式連動ラジコン（写真─ 10）を開発す
ると，思い通りで，より௚ײ的なクレーン操作が出དྷ
るようになった。ラジコンの開発から 30 年。その利

便ੑから，現ࡏでは，本クレーンの໿ 8ׂにラジコン
装ஔが装ணされている。

4．環境性能

近年，ੑڥ؀の؍点から，௿೩අ化・௿騒音化とい
うニーζがߴまっている。それにԠ͑る΂く，2006
年にʰ6�can‌&CO シリーζʱを開発し，業քॳの省
エネ大৆・省エネルΪーセンター会௕৆（平成 19 年度・
，をड৆した。通ৗの本クレーンは（࠵業省主࢈ࡁܦ
トラックのエンジンを動ྗݯに，1つのポンプでۦ動
される。そのため，クレーンをߴ଎で動かそうとする
と，エンジンճ転もߴ଎になり，ෆ必要にফඅ೩料を
増Ճさせ，騒音発生のݪҼともなっていた。
そこで 2つのポンプを౥載して，クレーン଎度が஗
い࣌は，1つのポンプのみを，クレーン଎度が଎くな
ると，2つのポンプを使用する機ߏを開発（図─ 1，2）。
これによって，ैདྷのクレーン଎度をҡ持しつつ，エ
ンジンճ転਺やফඅ೩料，騒音の௿減が可能になっ
た。この新たな機ߏにより，クレーン作業࣌の೩අを
最大໿ 40ˋ削減，クレーン作業࣌の排出ガスを最大
໿ 40ˋ削減，クレーン作業࣌の最大騒音஋を໿ 4 EB
௿減した（す΂てத型トラック用本クレーンのैདྷ機
とのൺֱ）（図─ 3）。
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5．安全性能

（1）フック格納装置
現ࡏ，΄΅全ての本クレーンに装ணされている装ஔ
にフックࣗ動格ೲ装ஔが͋る。本དྷ，૸行தのフック
༳動を防͙ため，ॴ定の場ॴにフックをݻ定する必要
が͋るが，そのݻ定作業はՙ୆΁の上り߱りが必要
で，非ৗに手ؒで͋った。そこで，1991 年にフック
ࣗ動格ೲ装ஔを開発（写真─ 11）。これにより作業ޙ
の面౗なフックֻけ作業が省ུされ，レόー 1つでス
ムースかつ֬実なݻ定作業が可能になった。

（2）過負荷対策装置
クレーン事ނのうͪ，多い事例として，ં損事ނと
転౗事ނが͋る。これらは本དྷのクレーンੑ能Ҏ上の
作業を行う（աෛՙ）ことがݪҼで，引きىこされる。
そのഎܠには，トラック౥載型クレーンのதでも特に
多くී及している௻上͛ՙॏ 3トンະຬのクレーンに
は，աෛՙ防ࢭ装ஔの装ணٛ務がないことや，積ՙの
量によって安定度が変化し，ੑ能をޡೝしやすいト
ラック౥載型クレーンの特ੑにґるとこΖが大きい。

そこでクレーンଆでこれらをิ׬するための装ஔと
して，2000 年，6�AO-システムを開発（図─ 4）。本
装ஔは，クレーンڧ度（աෛՙܯ報）とクレーン安定
度（転౗防ࢭ）という 2つの要ૉに分けて，աෛՙ対
策をすることで，効཰的な事ނ༧防を可能にした。ա
ෛՙܯ報装ஔは，作業ൣғの変化に伴う௻上͛ՙॏの
変化を検஌し，ݥةҬにୡするとオペレーターに通஌
し，஫意をଅすもので͋る。また転౗防ࢭ装ஔは，ア
ウトリガにֻかる൓ྗを検出することで，転౗を防ࢭ
するもので͋る。

6．おわりに

に際し，改めてϢニッククレーンの͋Ώߘدճのࠓ
みを振りฦるதで，いつの࣌୅もϢーザー໨ઢを؏く
技術ऀやӦ業マンたͪの࢟が͑ݟてきた。「Ϣニック」
というѪশは，޿く਌しまれるようにと໋名されたも
ので，h Ϣニόーαルクレーン （ɦす΂てのਓʑにとっ
てのクレーン）で͋りたいというئいと，ྗڧいʰϢ
ニコーン （ɦそのܗがࣅている఻説の一्֯）のイϝー
ジを込めて作られた଄語で͋る。
これからもϢーザーにとってより৺地よく，さらに
安৺して使͑るクレーン΁とਐ化しଓけると৴͡て，
લਐしていけれ͹と思う。
‌
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